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1. はじめに 

現在、副校長の人材育成や支援が求められている。脇

本（2020）は、副校長の現在の状況について以下のよう

に指摘をしている。近年になり、ベテラン教員の大量退

職と若手教員の大量採用が進んでいる。それに伴い、学

校の教員の年齢構成がこれまでとは異なる様相になって

いる。具体的には、これまでは若手とベテランの２層が

多かったものが、層の厚かったベテランが退職したこと

で、若手が多く、中堅もベテランも少ないという構成に

なりつつある。特に都市部ではすでにベテラン教員の大

量退職が終わり、その傾向が顕著である。例えば、横浜

市では、小学校において、経験10年未満の教員の割合が

半数を超え、中堅・ベテラン教員の割合が低くなりつつ

ある（長島 2014）。 
このような状況の中、管理職のなり手不足の問題が報

じられている。特に副校長においては、その不足がマス

メディアによって報道されるなど（例えば教育新聞（2018）
などがある）、状況は深刻である。このような不足の問題

は、副校長のなり手である中堅やベテラン教員の割合が

少ないということだけでなく、副校長の職務の過酷さも

影響していると考えられる。副校長・教頭の勤務時間は

校長や教諭などと比較しても長く（文部科学省 2018）、
例えば横浜市の教職員の業務に関する意識調査（横浜市 
2014）では、副校長の多くが様々な業務で時間に追われ

ていることが明らかになっている。また、副校長はスト

レスの高さも指摘されており（藤崎 2018）、上述した教

育新聞（2018）においても、病気や多忙などを理由に教

諭への降任を希望するケースが相次いでいることが指摘

されている。 
教員から副校長への移行は、多忙でなくとも、そもそ

も困難を抱えやすい状況にある。副校長は、教員から管

理職への最初の移行期である。川村（2012）は、教頭へ

の着任（初めての管理職経験）が教職アイデンティティ

の危機につながることを指摘している。副校長や教頭は、

初めての管理職経験であり、教員とは立場が異なる状況

に置かれる。管理職としての働き方、振る舞い方を、早

い段階に学んでいくことが求められる。 
現在、副校長の重要性は高まる一方である。自律的な

学校経営を進めていく上で、教頭は若手教員育成の重要

な役割を担い、組織マネジメントにおいて学校の要の存

在であることを指摘している（天野2017）。副校長や教

頭の人材育成・支援は喫緊の課題である。先行研究にお

いても、例えば、大林ら（2016）は、校長・副校長を対

象にした質問紙調査により、副校長が学びの機会を強く

求めていることを明らかにしている。一方で、副校長の

育成に関する研究については、数が少ない状況にある。

管理職の育成について論じられたものは、校長を対象に

したものが多く、副校長や教頭に関するものは校長と比

較して少ない。校長については、専門職基準が定められ

（日本教育経営学会実践推進委員会 2015）、その成長プ

ロセスについても大規模な調査が行われている。そして、

これらの知見に基づき、育成方法や支援の検討がなされ

ている（牛渡・元兼 2016）。 
副校長においても、その成長を支援していくためには、

まずは副校長の実態や成長プロセスについて明らかにし

ていく必要がある。これまで副校長の実態に関する研究

として、藤原（2005）、国立教育政策研究所（2016）、

中尾ら（2020）などがある。藤原（2005）は、副校長・

教頭のリアリティショックからやりがいなどの実態から、

どのような力量や知識が求められるのか、高校や盲・聾・

養護学校の教頭に対して調査を行うことで明らかにして

いる。国立教育政策研究所（2016）は、全国の教頭や副
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校長に対して行った大規模調査であり、校種別の副校長・

教頭の職務や職務意識の違いや、副校長・教頭の習得し

ている資質・能力、必要と考える資質・能力、職員指導

の現状、職に対する満足を規定する要因を明らかにして

いる。中尾ら（2020）は副校長の成長機会について自由

記述をもとに明らかにしている。 
このように、副校長の実態を捉えた研究については、

その数は少ないとはいえども、一定の研究が行われてい

る。一方で、副校長の成長プロセスに関する研究は、そ

の数はさらに少ない。副校長の成長プロセスに関する研

究として、例えば、脇本（2020）がある。脇本

（2020）は、Kolb（1984）が提唱した経験学習モデル

をもとに、副校長の経験学習のプロセスについて分析を

行っている。経験学習とは、学習を、経験を変換するこ

とを通じて知識を創造するプロセスと捉えたものであ

る。具体的観察、内省的観察、抽象的概念化、能動的実

験、そして、再び具体的経験、内省的観察…と続く４つ

のプロセスをたどるサイクルをとる。脇本（2020）
は、経験学習の各サイクルで熱心に取り組んでいる副校

長（循環型）は、他の経験学習型の副校長と比較し、職

務に自信をもって取り組んでいる傾向にあることを示し

ている。また、同じく循環型の副校長は、他の経験学習

型の副校長と比較し、程度の度合いはあるものの、様々

な関わりから学び、積極的に情報を取り入れ、能力向上

に生かしている傾向にあることを明らかにしている。こ

のように、経験学習を実施している副校長が様々な場面

で学び、より成長している傾向にあることが示されてい

る。これらの結果は、副校長の経験学習の重要性を示す

ものであるが、上記研究は、クラスター分析による各タ

イプの傾向を比較したものであり、経験学習と成長につ

ながった具体的経験、職務の効力感の因果や影響力を明

らかにしたものではない。また、経験学習や職務の効力

感は、所属校の環境や本人のメンタルヘルスの状況、副

校長に着任以前の経験など、様々な要素が影響している

と考えられる。今後、副校長の成長支援を行っていくた

めには、経験学習やそれらに関連する経験、他の様々な

要因なども考慮した副校長の成長モデルを明らかにして

いく必要がある。 
そこで、本研究では、副校長の経験学習と職務の効力

感の影響関係について、成長につながった具体的経験、

学校文化や他の要素も用いて、モデル化を試みる。 
2. 調査 

2.1 調査の概要 

本研究では、図１のような仮説を設定した。この仮説

では、経験学習が、副校長の能力向上に役立った経験や

職務に関する効力感に影響し、さらに、能力向上に役立

った経験が職務に関する効力感に影響を及ぼすことを想

定している。また、そこから職務に関する効力感が学校

内の組織文化に影響し、能力向上につながる経験に影響

するという循環モデルを想定している。さらに上記モデ

ルに、バーンアウトやこれまでの主任の経験の影響につ

いても想定した。図1の仮説を検討するため、本研究は

 

 

図１ 副校長の経験学習と職務効力感に関するモデル 
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脇本ら（2020）のデータを用いて分析を行った。データ

の詳細は、以下のとおりである。 
 

2.2 調査内容 

本研究の調査データは、横浜市の公立学校の校長、副

校長、主幹教諭（ミドルリーダー）を対象に行ったもの

である。調査は、2016年12月に実施された。横浜市の

全公立小学校 340 校（分校など一部の学校を除く）に、

各学校の教員数に合わせた部数の調査票を郵送により配

布した。その結果、81.5%にあたる277校から回答があ

った。本研究では、その中で、校長、副校長、主幹教諭

の全てから回答があった229校の副校長を対象に分析を

行う。分析に用いた項目は、経験学習、副校長の職務に

関する効力感、能力を高める上で役立った経験、学校の

組織文化、バーンアウト、副校長着任前の主任の経験で

ある。以下にその詳細を説明する。 
（１）経験学習 

副校長の経験学習行動について、木村（2012）の項

目を参考に、小学校の文脈に合わせて修正した4項目に

ついて、その実施度を５段階のリッカート尺度で尋ね

た。 
具体的には、「困難や失敗を恐れず、新しいことに挑

戦する」「経験したことを、何かに書きとめて振り返っ

たり、他の人と話したりする中で、多角的な視点から捉

え直す」といった項目が含まれている。 
（２）副校長の職務に関する効力感 

副校長の職務に関する34項目について、実施度を５

段階のリッカート尺度で尋ねた（脇本ら 2017）。「ビ

ジョンの構築・達成」「カリキュラム・マネジメント」

「教職員への指導・助言」「人材育成」「組織マネジメ

ント」「外部との連携」「危機管理」「学校事務・管

理」「校長・主幹教諭との連携」の下位尺度から構成さ

れている。 
具体的には、「ビジョンの構築・達成」には、「学校

の実態や状況に関する情報を収集し、現状を多面的に把

握する」「学校を取り巻く状況を踏まえた学校目標の策

定や、その実現に向けた経営戦略の構築に積極的に関わ

る」といった項目が含まれている。「カリキュラム・マ

ネジメント」には、「学校目標達成に向けて、特色ある

カリキュラムの編成に積極的に関わる」「カリキュラム

について、教職員がその背景や趣旨、内容をよく理解す

るよう働きかける」といった項目が含まれている。「教

職員への指導・助言」には、「教職員一人ひとりの資

質・能力や実績を把握する」「教職員の経験や個性、キ

ャリアステージを考慮しながら指導・助言を行う」とい

った項目が含まれる。「人材育成」には、「教職員同士

の組織的な人材育成が図られるよう、チームや学年、 
教科等による育成システムを構築する」「教職員同士で

支え合い、学びあえる職場づくりを行うための工夫をす

る」といった項目が含まれる。「組織マネジメント」に

は、「組織運営に関わる内部及び外部環境を把握し、

「強み」を生かした教育活動の実現に向けた組織づくり

を行う」「教職員の学校運営に対する参画意識を高める

工夫をする」といった項目が含まれる。「外部との連

携」には、「保護者や地域、関係機関等と連携し、協働

的な関係を作る」「地域、企業、NPO等の外部の協力を

得ながら教育活動を行う」といった項目が含まれる。

「危機管理」には、「学校事故等の未然防止に向けて万

全の体制を整備する」「災害や学校事故等の緊急事態に

対して組織的対応ができるように平素から準備する」と

いった項目が含まれる。「学校事務・管理」には、「学

校経営計画に従って予算編成を工夫し、効果的な運用を

行う」「所属教職員の管理・監督、学校施設の管理、及

び学校事務（財務、文書等）の管理、運用をする」とい

った項目が含まれる。「校長・主幹教諭との連携」に

は、「校長と日頃から連携をとる」「主幹教諭と日頃か

ら連携をとる」といった項目が含まれる。 
（３）副校長の能力向上に役立った経験 

副校長としての能力向上に役立った経験に関する17
項目について、役立った度合いを5段階のリッカート尺

度で尋ねた（脇本ら 2017）。「情報収集」「子ども・保

護者・地域との関わり」「教職員との関わり」「他の副校

長との関わり」の下位尺度から構成されている。 
具体的には、「情報収集」には「書籍や雑誌」「他校の

視察」といった項目が含まれている。「子ども・保護

者・地域との関わり」には、「子どもとの関わり」「地域

との関わり」「保護者との関わり」といった項目が含ま

れている。「教職員との関わり」には、「校長との関わ

り」「自校の教員との関わり」「自校の教員以外の職員と

の関わり」といった項目が含まれている。「他の副校長

との関わり」には、「他の副校長からのアドバイス」「副

校長会」といった項目が含まれている。 
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（４）学校文化 

 露口（2008）の15項目について、教員の考え方や行

動を5段階のリッカート尺度で尋ねた。「同僚性」

「創造性」「専門性」の下位尺度からなる。 
具体的には、「同僚性」には「同僚同士が支え合おう

とする温かな雰囲気がある」「自分の学級にとどまら

ず、学年・学校のために貢献しようとする意識をもった

教員が多い」といった項目が含まれる。「創造性」に

は、「多くの教員が特色ある単元(題材)開発に意欲的に

取り組んでいる」「お互いが授業を見せ合い、建設的に

批判し合う雰囲気が醸成されている」といった項目が含

まれる。「専門性」には、「自らの授業実践に自信をも

っている教師が多い」「教師は教育の専門家であるとの

信念が浸透している」といった項目が含まれている。 
学校文化に関しては、校長、副校長、主幹教諭のそれ

ぞれの回答の平均値を用いる。 

（５）バーンアウト 

 バーンアウトに関する項目は、伊藤（2000）等を参

考に、情緒的消耗感について、5段階のリッカート尺度

で尋ねた。 
具体的には、「「こんな仕事、もうやめたい」と思う

ことがある」「身体や気持ちも疲れ果てたと思うことが

ある」といった項目が含まれている。 
（６）主任の経験 

 副校長に着任以前における教務主任や研究主任等の経

験の有無を尋ねた。 
 
3. 結果と考察 

 副校長の経験学習と職務の効力感の影響関係について、

図１のモデルに基づき、共分散構造分析によるパス解析

によって仮説の検討を行った。欠損値についてはFIML
による推定を行った。5％水準で有意でなかったパスを削

 

 

図２ 共分散構造分析の結果 

ビジョンの構築・達成

教職員への指導・助⾔

組織マネジメント

外部との連携

危機管理

学校事務・管理

校⻑・主幹教諭との連携

他の副校⻑との関わり

職務に関する効⼒感

能⼒向上につながった経験

校内創造性

教職員との関わり

経験学習

バーン
アウト

⼦ども・保護者・
地域との関わり

校内同僚性

校内専⾨性情報収集

カリキュラム・マネジメント
教務主任

過去の主任の経験

学校⽂化

⼈材育成

R2=.27

R2=.15

R2=.18

R2=.23

R2=.27

R2=.18

R2=.14

R2=.06

R2=.22

R2=.01

R2=.01

R2=.02

R2=.04

R2=.08

R2=.13

R2=.11

研究主任

.46

.09

.13
.09
.10
.33
.12

.42

.47

.08

.42

.09

.33

.17

.12

.30
-.12

.17

.15

.13

.31
-.27

.12

.11

.16

.15

.23
-.17

.32

.28

.14

.15

.17

CMIN(230)=127.381    n.s., NFI=.949, CFI=.993,  RMSEA=.025



副校長の経験学習と成長に関する分析 

 教育デザイン研究第 12 巻（2021 年 1 月） 239 

除し、モデルを修正した。最終的に得られたモデルを図

２に示した。適合度指標は χ2 (230)=127.381 n.s., 
NFI=.949, CFI=.993, RMSEA=.025 といった値を示し

ており、仮説モデルは妥当なものであると判断できる。 
 
3.1 経験学習が能力向上に役立った経験に与える影響 

まず、経験学習が能力向上に役立った経験に与える影

響について報告する。分析の結果、経験学習は、能力向

上に役立った経験（他の副校長との関わり、情報収集、

子ども・保護者・地域との関わり、教職員との関わり）

のすべての項目に対して、正の直接的効果を示した。経

験学習を実施していくことは、これらの経験を能力向上

につながる経験として高めていくことが示唆された。特

に、子ども・保護者・地域との関わりや教職員との関わ

りは、経験学習の影響が大きいことが示唆された。 

 

3.2 経験学習・能力向上に役立った経験が職務に関す

る効力感に与える影響 

次に、経験学習・能力向上に役立った経験が職務に関

する効力感に与える影響について報告する。経験学習、

能力向上に役立った経験のそれぞれの分析結果を示す。 
まず経験学習についてである。経験学習は、職務に関

する効力感（ビジョンの構築・達成、カリキュラム・マ

ネジメント、教職員への指導・助言、人材育成、組織マ

ネジメント、外部との連携、危機管理、学校事務・管理、

副校長・主幹教諭との連携）のすべての項目に対して、

正の直接的効果を示した。経験学習に取り組む事で、副

校長は自身の職務について成長を感じるようになってい

ると推測できる。 
次に、能力向上に役立った経験についてである。「他の

副校長との関わり」、「情報収集」、「子ども・保護者・地

域との関わり」、「教職員との関わり」の順で報告する。 
能力向上に役立った経験「他の副校長との関わり」は、

職務に関する効力感「カリキュラム・マネジメント」に

対して、正の直接的効果を示した。カリキュラム・マネ

ジメントを進めていく上で、他校の副校長と情報交換な

どを行うことで、効果的に実施できている様子が推測で

きる。 
能力向上に役立った経験「情報収集」は、職務に関す

る効力感「ビジョンの構築・達成」「組織マネジメント」

「危機管理」「学校事務・管理」に対して、正の直接的効

果を示した。副校長が主体的に外部から情報を集め、そ

こから学ぶことで、上記職務を効果的に進めている様子

が推測できる。一方で、「カリキュラム・マネジメント」

なども、新しく情報収集しながら進めていくことが重要

だと考えられるが、今回、有意差は見られなかった。そ

の理由については今後検証が必要である。 
能力向上に役立った経験「子ども・保護者・地域との

関わり」は、職務に関する効力感「外部との連携」に対

して、正の直接的効果を示した。この結果は、特に保護

者や地域との関わりと関係していると考えられる。外部

との連携に関する職務は、保護者や地域と関わる場合も

多く、これらの経験を積むことで、外部との連携につい

て、より効果的に取り組めるようになったと実感できて

いると推測できる。 
最後に、能力向上に役立った経験「教職員との関わり」

は、職務に関する効力感「校長・主幹教諭との連携」に

対して、正の直接的効果を示した。「教職員との関わり」

と「校長・主幹教諭との連携」は関連した事項であり、

上記の「子ども・保護者・地域との関わり」と同じよう

に、その経験そのものが、連携の向上につながっている

と考えられる。 
 
3.3 バーンアウトが能力向上に役立った経験や職務に

関する効力感に与える影響 

次に、バーンアウトが能力向上に役立った経験や職務

に関する効力感に与える影響について報告する。分析の

結果、バーンアウトは、３つの項目において負の直接効

果を示した。それぞれについて以下に示す。 

１つめは、能力向上に役立った経験「情報収集」であ

る。バーンアウトが高まっていくことで、副校長は余裕

がなくなり、新たな情報を集めていくという行為も難し

くなっていることが推測できる。 

２つめは、職務に関する効力感「危機管理」である。 

バーンアウトが高まっていくことで、副校長は学校の危

機管理に関する職務について自信を失っていくことが示

唆された。バーンアウトは副校長自身の健康面に負の影

響を与えるものであり、バーンアウトが高い傾向にある

場合、副校長自身に危機が迫っている状況と言え、学校

の危機管理まで気を配るのは難しいと考えられる。 

 ３つめは、職務に関する効力感「校長・主幹教諭との

連携」である。バーンアウトが高まっていくことで、副

校長と校長や主幹教諭との連携が阻害されることが推測

される。２つめの「危機管理」で言及したことと関連す
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るが、バーンアウトが進むということは、副校長自身に

危機が迫っているということであり、校内において他者

と関わる余裕がない状態であり、校内の連携も難しいも

のと考えられる 

 一方で、副校長の経験学習に負の影響については有意

差が見られなかった。しかし、分析結果が示すように、

バーンアウトは、副校長が職務を進めて行く上で、その

指針を得るための情報収集行為を阻害し、校長や主幹教

諭との連携を困難にし、校内のマネジメントの基盤を脅

かすものであると言える。また、危機管理という学校の

安全を支え、子どもが安心して学べる基盤を支える職務

について悪影響を与えるものであり、バーンアウト傾向

にある副校長には、早急な支援が必要である。支援の指

針として、例えば、脇本ら（2020）は、副校長が求めて

いる支援として、浜田（2015）が指摘しているような副

校長自身が考える「自分のあるべき姿」とはずれた職務

の削減が有効であることを指摘しており、副校長の職務

を、副校長の役割から考え、本質的に関係がない職務を

別で担うなどの仕組みを作っていく必要がある。 

 
3.4 過去の主任の経験が職務に関する効力感に与える

影響 

次に、過去の主任の経験が職務に関する効力感に与え

る影響について報告する。分析の結果、研究主任と教務

主任の経験が、職務に関する効力感のいくつかの項目に

ついて正の直接効果を示した。それぞれについて以下に

示す。 

最初に、研究主任の経験について述べる。研究主任の

経験は、職務に関する効力感「ビジョンの構築・達成」

「カリキュラム・マネジメント」に対して、正の直接的

効果を示した。研究主任は学校の校内研究を担う立場で

あり、管理職と連携して研究の具体を進めていく。校内

研究は、学校教育目標やカリキュラムと密接に関係して

おり、学校のビジョンの構築・達成やカリキュラム・マ

ネジメントと関わるものである。そのような経験が、副

校長になってからのビジョンの構築・達成、カリキュラ

ム・マネジメントの効力感に良い影響を与えていること

が推測できる。 
次に、教務主任の経験について述べる。教務主任の経

験は、職務に関する効力感「ビジョンの構築・達成」「組

織マネジメント」に対して、正の直接的効果を示した。

教務主任の仕事は様々であり、学校の組織運営から教育

課程の編成まで多岐にわたる（寺崎 2016）。「ビジョンの

構築・達成」「組織マネジメント」は教務主任の仕事にも

関わってくるものであり、副校長になってもその経験が

良い影響を与えていると考えられる。一方で、教育課程

の編成というカリキュラム・マネジメントの職務も教務

主任にとって重要なものであるが、今回の分析では有意

差が見られなかった。その理由については今後検証が必

要である。 
以上のように、研究主任と教務主任の経験について確

認をした。しかし、正の直接的効果が確認された一方で、

研究主任と教務主任の経験の効果は、他の項目と比べて

小さいものである点は注意が必要である。他の項目と異

なり、上記経験は副校長に着任前のものであり、その影

響が少ないことも考えられる。 
 
3.5 職務に関する効力感が学校文化に与える影響 

次に、職務に関する効力感が学校文化に与える影響に

ついて報告する。今回のモデルでは、副校長の経験に、

学校文化が影響を与えると想定した。副校長の職務には、

学校文化に影響を与えるものもあるため、まずは、その

分析結果について報告を行う。分析の結果、職務に関す

る効力感「人材育成」「カリキュラム・マネジメント」が、

学校文化に正の直接的効果があることが示された。以下

にその詳細について報告する。 
職務に関する効力感「人材育成」は、学校文化「同僚

性」「専門性」に対して、正の直接的効果を示した。校内

の育成環境を効果的に構築できると考えている副校長が、

校内の教員の関係性や専門性の改善に寄与していること

が推測される。一方で、同じ育成に関わる部分で、「教職

員への指導・助言」については関係が見られなかった。

また、学校文化「創造性」への影響も有意差がなかった。

こちらの理由については今後検証が求められる。 
職務に関する効力感「カリキュラム・マネジメント」

は、「創造性」に対して、正の直接的効果を示した。カリ

キュラム・マネジメントを効果的に行えると考えている

副校長が関わることで、校内の教員は様々な授業を開発

している様子がうかがえる。 
以上のように、職務に関する効力感「人材育成」「カリ

キュラム・マネジメント」は、学校文化に影響を与えて

いることが示唆された。しかし、「専門性」「創造性」「同

僚性」ともに決定係数が非常に低く、その効果について

は慎重に議論をする必要がある。これらは主幹教諭や校
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長の関わりなども大きく影響していると考えられる。今

後さらに検証が求められる。 
 
3.6 学校文化が能力向上に役立った経験に与える影響 

 最後に、学校文化が副校長の経験に与える影響につい

て報告する。分析の結果、学校文化「専門性」「同僚性」

が、能力向上に役立った経験「他の副校長との関わり」

「子ども・保護者・地域との関わり」、「教職員との関わ

り」に正の直接的効果があることが示された。以下にそ

の詳細について示す。 
 学校文化「専門性」は、能力向上に役立った経験「他

の副校長との関わり」に対して、正の直接的効果を示し

た。しかし、「専門性」と「他の副校長との関わり」につ

いて、その内容に直接的な関係があるとは考えにくい。

「他の副校長との関わり」は、主に所属する学校外の他

の副校長と関わりである。例えば、校内の専門性が高ま

っていくことで、副校長が他の副校長の関わる余裕が出

てくるという仮説も考えられるが、その理由については

今後検証が必要である。また、「他の副校長との関わり」

については、決定係数が非常に低いということも考慮す

る必要がある。 
 学校文化「同僚性」は、能力向上に役立った経験「子

ども・保護者・地域との関わり」、「教職員との関わり」

に正の直接的効果があることが示された。「同僚性」が高

まることで、他の教職員との関わりが良好になり、それ

により、教職員との関わりが、より能力向上につながる

経験となっていることが推測できる。「子ども・保護者・

地域との関わり」との関係については、その理由につい

て、今後検証が求められる。 
 以上のように、学校文化が改善していくことによって、

副校長が様々な関わりの中で効果的に学べることが示唆

された。 
 

4. まとめと今後の課題 

本研究では、副校長の経験学習と職務の効力感の影響

関係について、成長につながった具体的経験、学校文化

や他の要素も用いて、モデル化を試みた。副校長の経験

学習と職務の効力感の影響関係について、共分散構造分

析によるパス解析によってモデルの検討を行ってきた。

分析の結果、経験学習が直接的に職務に関する効力感に

影響を与え、また、能力向上につながる経験にも影響し、

そこから職務に関する効力感に影響を与えていることが

明らかになった。その中で、バーンアウトが与える負の

影響や主任の経験などが与える影響について明らかにな

った。また、効力感が学校文化に影響を与え、それが能

力向上につながる経験に影響するなど、副校長の経験学

習が、職務に関する効力感を高め、それにより学校文化

が改善し、さらに副校長の経験に良い影響を与えるとい

った、循環モデルも実証された。経験学習によって副校

長が成長している学校は、学校文化が改善し、それがさ

らに副校長の経験を自身の成長にとって意義あるものに

し、良い循環が生まれていると考えられる。 
 今後の課題としては、一部のプロセスにおいて、解釈

が困難な部分も見られた。こちらについては、副校長を

対象に質的なインタビューなどをし、検討を進めていく

必要がある。また、今回の得られた知見をもとに、副校

長の学び方に関する研修の開発・実施などを行うことも

考えられる。 
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